
伺
志
社
田
辺
校
地
と
そ
の
周
辺
の
遺
跡

田
辺
天
神
山
遺
跡

田
辺
天
神
山
遺
跡
は
、
同
志
社
大
学
の
東
に
あ

る
同
志
社
国
際
中
学
・
一
局
校
の
東
に
あ
る
丘
陵
上

に
位
置
す
る
弥
生
時
代
の
集
落
遺
跡
で
あ
る
。
こ

の
遺
跡
は
、
一
九
六
八
(
昭
和
四
己
年
に
三
回

に
わ
た
っ
て
、
文
学
部
考
古
学
研
究
室
に
ょ
っ
て

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
現
在
は
同
志
社
校
地
内
の

史
跡
公
園
と
し
て
保
存
展
示
さ
れ
て
お
り
、
出
土

遺
物
も
田
辺
校
地
内
の
考
古
学
資
料
室
(
自
然
系

等
実
験
実
習
棟
内
)
に
展
示
さ
れ
て
船
り
、
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
学
進
出
前
の
宅
地
造
成
に
ょ
り
、
当
時
の
地

形
は
か
な
り
変
っ
て
い
る
が
、
男
山
丘
陵
上
に
あ

る
い
く
つ
も
の
支
脈
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、

北
西
か
ら
南
東
へ
の
び
る
尾
根
上
の
ほ
ぽ
東
端
に

あ
た
る
、
海
抜
約
八
0
メ
ー
ト
ル
、
平
地
と
の
比

西
村
健

司

高
差
約
四
0
メ
ー
ト
ル
の
平
坦
地
に
位
置
し
、
山

城
の
平
野
を
よ
く
眺
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ

れ
る
。こ

の
様
な
立
地
と
、
出
土
土
器
等
の
遺
物
か

ら
、
こ
の
集
落
は
弥
生
時
代
後
期
の
高
地
性
集
落

と
考
え
ら
れ
る
。

高
地
性
集
落
は
、
弥
生
時
代
中
期
・
後
期
に
出

現
す
る
比
高
差
の
大
き
な
丘
陵
や
山
頂
に
立
地
す

る
集
落
遺
跡
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
集

落
や
、
と
れ
以
降
の
農
村
が
低
地
に
立
地
す
る
こ

と
が
多
い
の
に
対
し
て
、
一
局
地
に
立
地
し
、
特
定

の
広
い
地
域
に
わ
九
っ
て
一
斉
に
出
現
し
た
り
廃

城
と
な
っ
た
り
す
る
。
ま
た
、
農
耕
生
活
が
主
体

で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
水
田
を
主
と
し
た
耕
地

へ
の
便
が
不
便
で
あ
る
こ
と
。
生
活
に
必
要
な
飲

料
水
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。
高
地
に
あ
る

た
め
風
当
り
が
強
く
、
住
居
の
耐
久
力
等
の
問
題

か
ら
み
て
も
、
通
常
の
集
落
と
は
考
え
に
く
く
、

高
地
に
あ
る
た
め
眺
め
が
よ
い
こ
と
や
、
周
濠
状

の
溝
や
士
塁
を
伴
な
う
も
の
が
あ
り
、
戦
争
時
に

避
難
場
所
と
し
て
安
全
で
あ
り
、
小
人
数
で
も
守

り
や
す
い
と
い
う
こ
と
な
ど
か
ら
、
見
張
り
場
、

信
号
場
、
軍
事
的
・
防
塞
的
集
落
な
ど
に
考
え
ら

れ
て
い
る
。

高
地
性
集
落
の
出
現
に
対
し
て
は
、
中
国
の
史

書
『
魏
志
』
東
夷
伝
倭
人
の
条
の
卑
弥
呼
共
立
ま

で
の
「
倭
国
の
乱
」
、
『
後
漢
書
』
の
「
倭
国
大
乱
」

が
二
世
紀
後
半
に
あ
て
ら
れ
、
『
魏
志
』
の
卑
弥

呼
死
後
の
争
乱
が
三
世
紀
中
頃
に
考
え
ら
れ
、
こ

れ
ら
の
争
乱
が
、
高
地
性
集
落
の
時
期
と
あ
う
部

分
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
争
乱
に
あ
て
ら
れ
る

も
の
も
あ
る
0

い
ず
れ
に
し
ろ
高
地
性
集
落
の
出
現
は
、
弥
生

中
期
か
ら
後
期
に
お
よ
ぶ
長
期
の
な
ん
ら
か
の
戦

乱
的
状
況
に
関
係
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

立
地
関
係
に
も
よ
る
が
、
集
落
の
規
模
を
み
る

と
(
集
落
の
見
か
け
の
大
き
さ
は
存
続
時
間
の
長

短
に
ょ
っ
て
も
左
右
さ
れ
る
の
で
、
併
存
住
居
数

②
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に
ょ
っ
て
見
る
)
、
①
一
 
S
二
棟
の
住
居
か
ら
成

り
、
住
居
以
外
の
遺
構
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い

も
の
。
②
三
S
四
棟
止
ま
り
の
住
居
群
か
ら
成

り
、
.
ヒ
,
ト
群
(
倉
庫
)
や
貯
蔵
用
士
擴
な
ど
の

付
帯
遺
構
を
伴
な
う
こ
と
が
多
い
も
の
。
③
六
S

七
棟
構
成
で
、
い
わ
ゆ
る
単
位
集
団
の
規
模
.
構

造
を
②
よ
り
は
満
た
す
も
の
で
あ
る
。
④
広
範
囲

な
丘
陵
上
に
二
0
棟
を
越
え
る
住
居
が
集
住
形
態

を
と
る
も
の
で
、
大
き
な
も
の
と
し
て
は
、
本
学

に
資
料
の
あ
る
、
大
阪
府
和
泉
市
観
音
寺
山
の
例

の
様
に
一
0
0
棟
を
越
え
る
も
の
も
あ
る
。

田
辺
天
神
山
遺
跡
の
高
地
性
集
落
は
、
海
抜
約

ハ
ニ
メ
ー
ト
ル
、
比
高
差
約
四
0
メ
ー
ト
ル
の
南

北
約
六
0
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
四
五
メ
ー
ト
ル
の

楕
円
形
を
呈
す
る
平
坦
地
に
、
一
部
分
だ
け
検
出

さ
れ
た
も
の
を
入
れ
て
、
総
数
二
0
棟
の
竪
穴
住

居
が
、
拡
張
や
改
築
・
移
築
な
ど
が
行
な
わ
れ
た

た
め
に
、
重
複
し
て
検
出
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な

が
ら
濠
状
・
士
暴
状
遺
構
は
検
出
さ
れ
て
い
な

、
0

尾
根
続
き
に
東
側
の
妙
覚
寺
へ
続
く
尾
根
上

、で
、
今
後
の
調
査
に
ょ
っ
て
検
出
さ
れ
る
可
能
性

も
残
っ
て
い
る
。

住
居
跡
の
平
面
形
は
、
玲
号
住
居
の
隅
丸
の
五

角
形
を
除
い
て
は
、
円
形
と
方
形
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
割
合
は
ほ
ぼ
等
し
い
。
こ

.

.

れ
ら
は
、
一
部
分
だ
け
が
検
出

さ
れ
た
も
の
を
除
い
て
、
ほ
と

ん
ど
が
ほ
ぽ
中
央
に
炉
を
も

ち
、
こ
れ
を
囲
む
様
に
す
る
四

S
七
本
の
柱
に
ょ
っ
て
建
て
ら

.

"
ー

れ
て
い
る
。

住
居
跡
の
平
面
プ
ラ
ソ
は
大

、

き
く
み
て
、
弥
生
後
期
の
連
続

し
て
住
居
が
営
ま
れ
た
期
間

に
、
不
整
円
形
↓
円
形
↓
方
形

゛

,
一

ー
、

走

ノ

一

.
舮
゛

'
一

リ

、
闇
宝

世
、

へ
と
変
遷
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
、
こ
の
こ
と
か

ら
も
、
同
時
に
併
存
し
て
い
た
も
の
は
、
五
S
七

棟
前
後
で
あ
っ
九
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
0

住
居
以
外
の
遺
構
と
し
て
は
、
一
号
.
四
号

.

七
号
住
居
跡
に
囲
ま
れ
た
、
中
央
部
の
広
場
状
の

部
分
に
、
約
一
0
0
個
の
柱
穴
が
検
出
さ
れ
た

.
、
、

多
く
は
直
径
二
O
S
三
0
セ
ソ
チ
で
、
深
さ

力三
0
セ
ソ
チ
未
満
の
も
の
で
、
貯
蔵
穴
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
二
例
を
除
い
て
は
、
全
体
と
し

て
一
定
の
方
向
に
並
ぶ
も
の
は
み
ら
れ
ず
、
規
則

的
に
配
置
さ
れ
た
倉
庫
群
で
は
な
い
。

出
士
遺
物
は
、
壷
・
長
頸
壺
・
甕
・
高
杯
・
餓
.

器
台
.
手
悟
形
士
器
・
鉢
・
蓋
・
杯
・
把
手
.
小

型
士
器
な
ど
の
士
器
類
、
砥
石
・
石
斧
・
石
鉄

.

叩
石
.
石
庖
丁
な
ど
の
石
器
類
、
鉄
刀
子
.
鉄

鎌
.
鉄
鉄
状
鉄
器
・
斧
状
鉄
器
・
ク
ワ
、
ス
キ
先

状
鉄
器
な
ど
六
点
の
鉄
器
と
、
九
州
以
外
で
は
唯

一
の
出
士
例
で
あ
る
半
球
形
青
銅
器
が
出
士
し
て

い
る
。出

士
の
士
器
は
、
大
半
が
弥
生
後
期
V
様
式
の

も
の
で
あ
る
と
と
か
ら
、
こ
の
集
落
形
成
の
活
発

な
時
期
は
、
弥
生
後
期
に
求
め
ら
れ
る
。

(
昭
和
五
十
八
年
大
学
文
学
部
ヒ
〒
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